
青木 宣人 氏
あおき せんじん

遠
賀
川
で
放
流
さ
れ
る
鮭
の
稚

魚
の
育
て
の
親
で
す
。

学
生
の
こ
ろ
、
サ
ケ
が
産
卵
の

た
め
に
２
ｍ
の
滝
を
上
る
の
を
見

て
感
動
し
た
事
が
き
っ
か
け
で
現

在
、
遠
賀
川
流
域
で
鮭
の
稚
魚
の

放
流
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
潟
県
村
上
市
に
あ
る
三
面
川

漁
協
か
ら
購
入
し
た
鮭
の
「
発
眼

卵
」
を
毎
年
献
鮭
祭
終
了
後
に
嘉

麻
市
馬
見
に
あ
る
ふ
化
・
飼
育
場

に
持
ち
帰
り
、
「
ふ
化
槽
」
に
入

れ
、
3
月
の
初
め
ま
で
育
て
て
い

ま
す
。
小
さ
な
命
、
大
変
気
を
使

う
毎
日
で
す
。

嘉
麻
市
立
足
白
小
学
校
の
児
童

は
14
年
ほ
ど
前
か
ら
、
青
木
さ
ん

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
生

徒
た
ち
に
よ
る
鮭
の
卵
の
ふ
化
・

飼
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
小
さ

く
て
か
わ
い
い
卵
、
一
匹
も
死
な

な
い
よ
う
に
育
て
た
い
」
と
、
毎

年
児
童
は
一
生
懸
命
育
て
て
い
ま

す
。
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
場
で
す
。

鮭
の
稚
魚
が
４
㎝
～
7
㎝
と
な

る
と
、
遠
賀
川
の
小
中
学
校
や
住

民
の
協
力
で
流
域
各
地
で
放
流
さ

れ
る
。
菜
種
梅
雨
で
河
川
の
流
量

が
豊
富
な
時
期
に
外
敵
か
ら
身
を

守
り
な
が
ら
、
稚
魚
た
ち
は
海
に

出
て
い
き
ま
す
。
「
大
事
に
育
て

て
放
流
し
、
４
年
後
遠
賀
川
に
遡

上
し
て
き
た
鮭
に
再
会
す
る
の
が

楽
し
み
で
す
」
と
青
木
さ
ん
。

ま
た
、
「
稚
魚
の
飼
育
を
通
し

て
生
き
物
を
ち
ゃ
ん
と
大
人
に
す

る
こ
と
の
大
変
さ
を
感
じ
取
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
嘉

麻
市
立
宮
野
小
学
校
で
も
ヤ
マ
メ

の
ふ
化
・
飼
育
方
法
を
教
え
ら
れ

て
お
り
、
実
際
に
小
学
生
が
飼
育

も
行
っ
て
い
ま
す
。

稚
魚
の
放
流
活
動
の
ほ
か
に
も
、

一
九
八
六
年
に
「
西
日
本
ア
ウ
ト
ド

ア
協
会
」
を
設
立
、
キ
ャ
ン
プ
や
自

然
体
験
活
動
を
通
し
て
子
ど
も
達
に

自
然
の
中
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
ま
す
。
青

木
さ
ん
を
頼
っ
て
様
々
な
人
が
集
ま

り
、
ま
ち
起
こ
し
の
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
「
森
が
な
け
れ
ば
き
れ

い
な
水
が
で
き
な
い
。
源
流
の
水
を

守
る
た
め
に
、
荒
廃
し
た
森
林
を
復

活
さ
せ
よ
う
」
と
「
遠
賀
川
源
流
の

森
づ
く
り
推
進
会
議
」
で
は
、
３
月

に
県
内
各
地
か
ら
た
く
さ
ん
の
支
援

者
が
源
流
の
森
に
集
ま
り
ク
ヌ
ギ
・

ケ
ヤ
キ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
を
植
え
、

夏
に
木
々
の
成
長
を
妨
げ
る
雑
草
な

ど
を
刈
り
と
る
「
下
草
刈
り
」
や
放

置
さ
れ
た
人
工
林
の
手
入
れ
を
行
っ

て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
へ
の
鮭
の
飼
育
を
通
し

た
命
の
大
切
さ
、
ふ
る
さ
と
の
川
へ

の
想
い
を
育
て
る
活
動
や
き
れ
い
な

川
を
取
戻
す
と
の
熱
い
想
い
か
ら
の

森
林
保
全
活
動
等
に
今
後
も
ご
活
躍

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。卵の中には死んでいるものもあり、

それをひとつひとつ丁寧に取り除く
ことで元気な稚魚が産まれるとの
こと。ふ化率９０％を目指している。

目尾小学校の児童とサケの
稚魚放流活動（右に立って
いるのが青木さん）

足白小学校の生徒へ稚魚の孵化
についての説明を実施
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遠賀川水フォーラム・・遠賀川の水環境を考える 平
成
22
年
1
月
17
日(

日
）
ユ
メ
ニ
テ
ィ
の
お
が
た(

直
方
市
）
で
国
土
交
通
省
遠

賀
川
河
川
事
務
所
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
賀
川
流
域
住
民
の
会
の
共
催
で
「
Ｉ

Ｌ
Ｏ

Ｖ
Ｅ
遠
賀
川
流
域
リ
ー
ダ
ー
サ
ミ
ッ
ト

遠
賀
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
・
遠
賀
川
の
水

環
境
を
考
え
る
」
が
開
催
さ
れ
、
流
域
住
民
や
行
政
に
携
わ
る
人
々
が
多
数
参
加

し
、
流
域
住
民
の
大
切
な
遠
賀
川
「
命
の
水
」
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
問
題
解
決
に
は
流
域
自
治
体
が

連
携
し
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
解
決
し

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
「
命

の
水
」
が
危
険
な
状
態
に
あ
る
こ
と
を

認
識
し
、
一
日
も
早
い
取
り
組
み
が
必

要
と
2

0

0

8
年
に
引
き
続
き
第

２
回
「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
遠
賀
川
リ
ー
ダ
ー

流
域
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
「
遠
賀
川
の
活
動
事
例

発
表
」
と
し
て
、
流
域
の
小
中
学
校
の

活
動
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

遠
賀
川
は
古
代
よ
り
今
日
で
も

流
域
で
生
活
し
て
い
る
私
た
ち
の

「
命
の
水
」
で
す
。
流
域
に
は
22

市
町
村
、
67
万
人
が
生
活
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
北
九
州
市
を
は
じ

め
と
し
た
流
域
市
民
の
工
業
用
水

や
水
道
水
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
遠
賀
川
が
ゴ
ミ
や
水
質
の

悪
化
で
泣
い
て
い
ま
す
。
何
と
か

し
よ
う
と
、
22
年
前
か
ら
流
域
住

民
が
連
携
し
て
、
水
質
や
水
量
の

改
善
に
日
々
頑
張
っ
て
き
て
お
り
、

現
在
で
は
約
83
の
団
体
が
活
動
し

て
い
ま
す
。

今
年
も
７
月
の
大
雨
で
大
量
の
ゴ

ミ
が
芦
屋
海
岸
に
流
れ
つ
き
ま
し

た
。
こ
の
ゴ
ミ
の
内
訳
は
、
生
活

系
の
ゴ
ミ
が
約
２
割
、
自
然
系
の

ゴ
ミ
が
８
割
で
す
。
10
年
前
は
約

半
々
で
し
た
。
生
活
系
の
ゴ
ミ
の

減
少
は
活
動
団
体
の
清
掃
の
成
果

だ
と
言
え
ま
す
が
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
缶
類
な
ど
の
容
器
問
題
、
自

然
系
の
ゴ
ミ
の
減
少
に
向
け
て
ど

う
す
る
の
か
、
水
質
の
向
上
を
ど

う
す
る
か
。
課
題
が
山
積
み
で
す
。

遠賀川を守れプロジェクト
ヤマメのふ化・飼育を通して
命の尊さや自然環境を守る
取り組みを報告

第
2
部
で
は
、
流
域
首
長
代
表
の
皆
様
に
ご
登

壇
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
報
告
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
れ
た
Ｉ

Ｌ
Ｏ
Ｖ

Ｅ
遠
賀
川
実
行
委
員
長
の
曽
根
靖
史
氏
は
、
「
流

域
22
市
町
村
が
環
境
美
化
に
向
け
た
流
域
自
治
体

共
通
の
条
例
制
定
が
早
急
に
必
要
」
と
提
言
し
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

子ども達の遠賀川きれいにしていきたいという気持ちが参加
した多くの大人たちに刺激を与えていたようです。

たくさんの一般参加者

嘉麻市立宮野小学校 福智町立赤池中学校 北九州市立池田小学校

彦山川の河川体験学習
地域住民と共に彦山川清掃
や生徒たちのアイデアが取り
入れられた河川整備の報告

僕ら黒川探検隊
黒川や「韓国とのほたる交流」
を通して学んだことを報告

流域２２の市町村が環境
美化へ向け流域自治体
共通の環境に関する取り
決めの制定に向けて動き
出す事を確認しました

北橋 北九州市長松岡 嘉麻市長向野 直方市長

有吉 宮若市長加治 香春町長波多野 芦屋町長

横枕 福岡県河川課長近藤 遠賀川河川事務所長

各パネリストの報告内容一部抜粋

直方市は遠賀川の中下流域で川も汚
れてきている。下水道の普及は遅れて
おり、農業集落や合併浄化槽の取り組
みを進めている。今年はアユの生息も
確認され、川がきれいになってきている。
これからも魅力ある川となるよう環境美
化に取り組んでいく。

嘉麻市は合併浄化槽の普及率がま
だ低い状況。遠賀川の源流の自治体
として源流の森の整備を進めたい。
子供達の自然体験を通して自然の素
晴らしさを感じ取ってほしい。人材育
成が大切だと感じている。

笹尾川水辺の楽校、黒川のホタルの
住みやすい川づくり等が実施されてお
り、地域をあげて河川をきれいにする
事で環境教育の場となっている。遠賀
川は北九州市民の「命の水」。嘉麻市
の源流の水源地森づくりにも参加して
いる。ごみ減量に向けた取り組みを実
施する必要がある。

11月には海が荒れて海底にたまって

いたゴミが海岸に漂着。これまで経験し
たことがない光景だった。洞山保存会の
呼びかけで清掃活動を行ったが、限界も
ある。条例の制定や基金も考えていきた
い。子供達の姿に感動した。子どもサ
ミットの開催も考えてみたい。

日本で初めての合併浄化槽（PFI事
業）に取り組み、生活排水処理施設整
備率が平成16年は11％だったのを平
成21年には42％まで上昇した。金辺
川のBODも2.4から1.6に改善されてき

ている。行政のトップが意識を高く持つ
事が大切である。

犬鳴川河川公園保全活動では182
人が５つの部会で活動している。地域
住民や企業が地域貢献の形で積極的
に清掃活動等に参加して頂いている。
地域が一体となった取り組みを進めて
いきたい。合併浄化槽の補助金の問
題も考える必要がある。

遠賀川の水質は九州の直轄河川で４
番目に悪い。このため「清流ルネッサン
ス Ⅱ 」を策定し総合的に取り組んでいる。
ゴミの不法投棄も多く、処分費は約2千
万/年かかっている。今後費用をかけず

に河川管理を行う必要があり、地域の皆
様にさらなるご協力をお願いしたい。

ふくおか川の大掃除を10月第4日曜日

に呼びかけ、実施している。企業などが
河川の除草・清掃や河川愛護団体の支
援を行う場合も県が支援も実施可能であ
る。遠賀川流域には支援している河川愛
護団体が22団体あり、今後も呼びかけを

行っていく。

会場の外にも流域活動状況の展示が行われました

犬鳴川流域おもしろ歴史マップ

ひこさんかわ夢の会河川清掃・
稚魚放流活動状況 １１月の洞山ゴミ清掃活動状況



平
成
22
年
3
月
2
日
（
火
）
、
遠
賀
川
河

川
事
務
所
に
お
い
て
「
水
防
功
労
者
局
長
表

彰
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

九
州
地
方
で
は
、
飯
塚
市
消

防
団
と
直
方
市
消
防
団
２
団
体

の
受
賞
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
表
彰
の
経
緯
は
、
昨
年
７
月
に
中
国
地

方
や
九
州
北
部
で
の
「
平
成
21
年
7
月
中
国
・

九
州
北
部
豪
雨
※
」
時
に
お
い
て
、
そ
の
大
雨

降
り
し
き
る
中
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
土
嚢
積
み

や
木
流
し
工
法
と
い
っ
た
卓
越
さ
れ
た
水
防
工

法
を
駆
使
し
、
地
域
の
洪
水
被
害
の
軽
減
に
ご

尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
国
土
交
通
省

九
州
地
方
整
備
局
長
か
ら
感
謝
状
が
送
ら
れ
た

も
の
で
す
。

表
彰
式
の
後
に
は
意
見
交
換
会
も
開
催
さ

れ
、
現
場
や
指
揮
系
統
の
問
題
点
や
課
題
等

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
よ
り
迅
速
な
水

防
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
活
躍
も
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
筑
豊
地
方
で
は
24

日
０
時
か
ら
26

日
24

時
ま
で

の
３
日
間
雨
量
が
７
月
の
平
均
降
水
量
の
２
倍
を
超
え
、

福
岡
県
飯
塚
市
で
は
時
間
雨
量
が
百
ミ
リ
を
超
え
、
総

降
水
量
は
56
8.
0
ミ
リ
と
い
う
猛
烈
な
雨
が
降
っ
た
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皆様のご意見、ご感想をお寄せください。

遠賀川河川事務所では、平成２０年度から河口堰魚道改良事業に取り組んでいます。河口堰の魚道は水系
全体にわたる魚類の遡上や降下の出入り口であり、遠賀川の魚介類の生息・生育環境の基点となる魚道です。
本事業では、魚道機能の向上を図り、魚介類の多様性（サケの遡上など）の回復を図るとともに、環

境教育の場としての利用を促進します。
今年度は、詳細設計に向けて、将来の維持管理、利活用も含めた具体的な空間整備のご意見をいただくため

に、地元芦屋町の人たちと子どもたちによるワークショップ、川遊び体験などを開催しました。

ワークショップには、大人たちにまじって、魚道に最も近い芦
屋東小学校の４～６年生達が参加してくれました。大人たち
に負けずに意見を発表したり、グループワークをしたりして、
ユニークなワークショップになりました。

川遊び体験会 子どもグループワーク 大人達も熱心に意見交換

僕は･･

子どもたちも意見発表

ワークショップの成果を、来年度以降のワークショップの成果を、来年度以降の
工事の具体的な整備に活かしていきます工事の具体的な整備に活かしていきます。

現在の魚道

魚道改良後のイメージ

現在の魚道
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